
ます。口縁は欠損してよくわかり

ませんが、つまみは全体のバラン

スからすると大きく、先端から五

つの段がつく宝
ほうじゅけい

珠形で、意
いしょう

匠が異

国風な特徴を持っています。

この蓋は、内面に残った痕跡か

らロクロを使って作られているこ

とがわかります。外面にある二本

の筋は、先がＵ字形の刃の鋭い工

具で削られており、さらに撫でて

調整されています。宝珠形のつま

みも同じ方法で作られ、蓋に貼り

て京都へ運ばれて来たのでしょうか。

この陶片を観察しながら調べてみ

ましょう。

今回出土した織部や志野などが

作られた時代は 17 世紀前半の慶
けい

長
ちょう

から元
げん

和
な

年間にかけてと思われ、

この陶片も同時代のものと考えら

れます。無釉で素
そ じ

地がよく焼きし

まり、外面は茶褐色、内面は赤褐

色に発色し、胎土は細かく、ねっ

とりとした感じがします。これら

の観察から日本の焼きしめ陶器と

は少し違うようです。

陶片の形状はつまみの付く蓋で、

つまみの頸
くび

の部分から外へ向けて

平坦になりますが、つまみを囲む

ように二本の筋が巡り、その間が

稜になっています。口縁の部分に

向けて段が付きゆるやかに下がり

地中深く埋もれていた遺物は何

を語るのでしょうか。遺物はその

形態・出土状態から使われていた

時代の生活を現代に伝えてくれま

す。また、出土場所と驚くような

意外な場所が遺物によって結び付

けられたりします。ここに紹介す

る一片の陶片からも、意外な場所

が語られます。

高さ 7.6cm・幅 11.8cm の陶片は、

京都市の中心地（中京区三条通

柳
やなぎのばんば

馬 場東入中
なかのちょう

之町）での立会調査

によって発見されました。この調

査では同時に 800 点を越える多量

の織部・志野・唐津・備前など、

桃山時代から江戸時代にかけての

陶片が出土しています。これらの

中には多くの茶
ちゃとう

陶が含まれていま

す。使用した痕跡が無いことと多

量に出土したことから商品と考えら

れ、この地には茶陶を商う店があっ

たと考えられます。織部や志野と

ともに出土したこの陶片も商品と

してこの店にあったのかも知れま

せん。では、これはどこで焼かれ
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付けられてから焼かれています。

では、これに似たやきものはあ

るのでしょうか。それは写真１・

２に求めることができます。写真

１は茶の湯の世界では「〆
しめきり

切の水
みず

指
さし

」と呼ばれているもので、その

蓋の形状が陶片の形状とよく似て

います。宝珠形のつまみが付き、

平坦部があり、外面に鋭い刃の工

具削り痕を残す点でも一致してい

ます。ただ、宝珠形のつまみは段

にはなっておらず、上部に細かい

線が巡っている点が違います。

宝珠形のつまみが似ているのが

写真２の香合です。この蓋のつま

みには段があり、つまみも大きく、

近似しています。身にも陶片の蓋

と同様に刃の鋭い工具による三本

の筋が巡っています。紹介したこ

の二例の焼きしめ陶器は茶の湯の

世界では「南
なんばん

蛮・島
しまもの

物」と呼称され、

南海の陶磁の総称として使用され

ています。

最近、堺や博多、大阪など各地

でベトナムやタイの陶磁が出土し

ています。代表的なものに長胴の

壷があり、茶道具でもこれに近似

したものがみられ、なかに「南
なん

蛮
ばん

水
すい

銀
ぎん

壷
つぼ

花
はな

入
いれ

」という名称をもつも

のがあります。これらの長胴壷は

ベトナムの窯址周辺やベトナム中

部域の採集品に同様のものが見ら

れます。紹介した陶片も作りや胎

土がベトナムで採集された陶片と

よく似ており、宝珠形の意匠から

して東南アジアのものとしてよく、

おそらくべトナム産と考えられま

す。つまり、この陶片は遠く海を

渡りこの日本の京都の地にやって

きたのです。

17 世紀前半といえば、日本では

豪商が海外で活躍し、朱
しゅいんせん

印船貿易

がまだ盛んな時代です。世界的に

はイギリスやオランダの東インド

会社が活躍した大航海時代でもあ

ります。ベトナムやタイには日本

人町が形成されており、東南アジ

アからもたらされた陶器は商品と

して京都の町で売られ、茶道具と

して使用されていたこともあった

のです。

遺物は過去を語らせることに

よって時間を越えて現代と過去を

結ぶ役目をします。また遺物は空

間を越えて場所と場所を結ぶ役目

もします。陶片を見つけることも

重要ですが、それに加えてこのよ

うな歴史の認識に達することに、

私たちは興味をおぼえています。

たった一片の陶片によって歴史が

わかることもあるのです。

（永田信一・吉本健吾・小檜山一良）

写真 2　南
なんばんほうじゅちゅうこうごう

蛮宝珠鈕香合

（全高 7.4cm　胴径 5.9cm）
日本人町所在地（17 世紀）

写真１　南
なんばんしめきりみずさし

蛮〆切水指（全高 15.7cm　胴径 16.9cm）

写真１，２とも　『南蛮・島物』根津美術館 1993　より転載


